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件  名 子ども虐待防止のためのシートについて 

経 過 ・ 現 状 

 

政 策 課 題 

■経過・現状 

○本市の児童虐待の現状（平成 22年度 3月末速報値） 

＊子ども相談所虐待通告受理件数：529件（平成 21年度：264件） 

 ＊子ども相談所が対応した虐待を受けた児童の実人数：766件 

（平成 21年度：518件） 

 ＊一時保護の状況：74件（平成 21年度：33件） 

○昨年度に発生した重篤な児童虐待事件 

 ＊平成 22年 4月：1歳の男児（堺区：死亡事件） 

       ：1歳の女児（南区：熱傷事件） 

○「子ども虐待検証部会」の設置（平成 22年 5～7月 5回開催） 

 

■課題 

＊「子ども虐待検証部会」の提言のひとつとして、虐待の早期発見、早期対応を

図るため、医療機関への虐待の発見、気付きための環境整備や周知が必要とさ

れる。 

 

対 応 方 針 

 

今 後 の 取 組 

（ 案 ） 

■「子ども虐待防止のためのシート」を作成 

○検討組織 

堺市医師会、堺市歯科医師会、南河内歯科医師会、市立堺病院、保健センター、

子ども相談所などの関係機関からなるプロジェクトチームを設置（平成 22 年 10

～12月 3回開催）  

○シート作成に当たって注意した点 

＊できるだけ早く虐待を発見してもらうための必要な項目が判りやすくまとめ

られていること。 

＊医療関係者等が常に手元において必要な情報を確認できること。 

○シートの概要 

＊表面････通告連絡先、その際の注意事項等 

＊裏面････虐待の疑いの有無を判断するためのチェックリスト 

       「問診・待合時」「診察時」「検査時」などでのチェック項目をリス

トアップ 

○シートの配布及び周知・協力依頼 

＊4 月 7 日より、子どもと接する機会の多い、市内の医療や保健の関係機関（約

1600箇所）に送付し、虐待の早期通報の周知・協力依頼 

（病院、診療所、歯科診療所、保健センター、学校、保育所、幼稚園等） 

 ＊関係機関の会議等で説明・協力依頼 

効 果 の 想 定 児童虐待の早期発見、早期対応 

関 係 局 と の 

政 策 連 携 
健康福祉局 教育委員会事務局 

 








